


ヒンズー教の寺院、仏教のお寺へ

朝からちょっと天気悪そう。

15分歩けば行ける街を通り、ヒンズー教の寺院へ。
なんとカラフル。寺院とは思えないほどで何かの催し物をやる所かと思った。





中はきれいに掃除がしてあった。

こういう多教徒の国ではそれぞれお参りのし方も違うんだろうなぁ。

何を現しているのか、ヘン。つい顔をしかめながら見てしまう。顔色悪いし、何じゃろうか。

ただこういう場では厳粛な気分にはなる。

家に帰ってネットで調べたら世界で3番目に教徒さんが多いと。
キリスト教、イスラム教、ヒンズー教と続くと。

私はつくづく宗教に縁のない生活をしているなぁ。実は考えたこともないのだ。

 
さらに奥に進む。貧しい家が立ち並ぶ。

高層住宅と民家のごちゃ混ぜ。でも色はカラフルだなぁ。。。



初めて見た皇帝ダリア、見事だった。



 
さらに奥へ進むと仏教のお寺だ。金ぴか。





入場料などはない。入り口にお坊さんがいた。軽くおじぎ。お坊さんもも軽くおじぎ。

とあやしかった天気がものすごいスコールに！

すわり心地のいい椅子でしばし止むまで待つことに。

スコールのカーテンの向こうにお参りの人がいた。

その間、お参りに来た人のお参りの様子を見学。20分ぐらいかけて線香、次はコップに入ったロ
ーソク。

右を向いたり、左を向いたり、膝まづいたり、、、、へ〜お参りってああやるんだー。

何を拝んでるんだろうね。あれはね、あの人の日課なの。ふーん。



1時間ぐらい止まなかったスコール。
カッパを着て出たら現地の人が歩いていたので、これはもう止むということだろなと歩き始めた

。

スコールのせいでそばの川はあふれんばかりの濁流、柵なんかない。こわっ。



あっというまに茶色の川の増水

長いスコールだったねー。

家のスレスレのところに流れている川はあっというまに増水して茶色の濁流に。

すごい勢いだ。柵もないし。こわっ。

あれ以上は降らないという確信がないと住めないよね。

 
あんなに降ったのに、洗濯物は干したままだ。だいたい軒下にロープをはって干してある。

乾くまでそのままなんじゃない？

きっとそうだね、そのうちかんかん照りになるもんね。



午後ゆっくりの中華

雨が小降りになって来た道を帰る。

街並みにはいり、食事をとろうという事に。

いろいろ見て周り、結局中華の店に入った。

メニューみても漢字だらけ。

さあ、どうやって選ぶかだ。せめて写真がほしいなー。

 
息子はチキンのあんかけみたいなものとライス。

私、、、、、ヌードル？と聞いたら、ビーフン？ＯＫ！それにした。

何でも単語で上に？で何とかなる。

息子はだいたい予想したものが来たと言っていた。

ビーフンはまあ普通だった。量は多すぎた。

 
ハエもいるし、さっきお茶をもってきた青年が、お金もさわり、野菜をちぎっている。

あ、ここでは箸はなかった。スプーンとフォークだけだった。

お腹を満たした、という食事だったね。



スーパーマーケットで

やや大きなスーパーマーケットがあたので入ってみた。

入り口には、梅酒をつけるよりもっと大きな容器のミネラルウォーターが並べてある。

飲み水がないのってキビシイね。

 
中に入ると食材がたくさんあった。

お、日本の油揚げが、サンマの蒲焼の四角の缶詰が日本円にして270円ぐらいだった。
マレーの調味料を買おうと思っていたのでいっぱい買った。

トムヤムの固形スープの素とか、もうこの際いろいろと。

チョコレートも。マレーはチョコの加工がさかんでおいしい。

予定していたクランベリーチョコをゲット。

安い安い！でも持ち帰ることを考えて手にとっては返す。

シナモンスティックなど驚きの値段だった。

 
生ものってほとんどない。

野菜もわずか。

食材が少ないのかなぁ、やっぱり。

 
お菓子はいっぱい。ポテチとか。

牛乳をみてない。あっても買わないけど。



おいしかったタルト！

朝通るときから気になっていた。

あのお店、おいしそう。

パンとタルト、マフィン、それからお茶が飲めるお店。

 
帰り道、やっぱり気になるから買ってくるわ。

ケースの中に入っていて、おいしそう。

タルト2個とマフィンとチーズのパンを買った。
 
箱に入れてくれたので大事に持って帰った。

そこの店員さんもクリス松村に似ていてニコニコしていた。

おいしい！

お店にタルトの大きなポスターがあったので、タルトがおいしい店だとは思った。

ずい分と繊細な味。

 
あ〜もっと買えばよかったね。

全部で200円ぐらいだよ、うそー。
 
あとでわかった。これはエッグタルトというものらしい。

うん、これ作るのに挑戦してみたいナ。

空港にあったので買って食べたけれど、期待はずれだった〜粉っぽかったし。



スタバ

クアラルンプールへもどるのに、バスの時間が違っていた。

ゆっくりと時間をつぶすしかない。

 
ゆっくりできるのは、ガラガラのスタバだろうな、とスタバに入った。

日本と同じで、かたい椅子とゆっくりできるソファの席がある。

ソファの方に座った。

 
私が注文したつもりのと違うものが来た。

まあいいや、たいした問題じゃない。

 
店員さんが二人来た。

一人はイスラム教徒だな顔しか出していない。

一緒の椅子に座り、コーヒーと小さなお菓子を4人分持ってきた。
息子は適当にあいづちをうっている。私は何のことかさっぱりわからない。

要するに一緒に飲みましょうということ？

私が理解できたのは、息子が店員さんのお菓子まで食べようとして間違えて返そうとしたら、

店員さんがno,no,for  you!と言って息子が食べたことぐらいだ。
 
あれは何だったん？

まあオレも8割は理解できてない、と。よくもまあニコニコとあいづちをうったもんだ。
きっと店員さんもダメだこりゃあと思ったね。

 
地元では値段が高いから地元の人は利用しないだろうな。

観光客みたいな人がパソコンを開いていた。

さすがにトイレはキレイだし有料ではなかった。

 
さっきの店員さんがアンケート用紙を持ってきたが、理解不能だった。

 
続いて二人で英語で会話をした。まあ、ゲームみたいなものだったね。



クアラルンプールへ移動

長時間待った末に、クアラルンプール行きのバスに乗った。

来たときと同じ豪華バス。

酔いそうなので一番前に座った。運転席は一段下なので、前の景色も全部見える。

 
1時45分発なのに出発しない。。。。2時になってようやく出発した。
だれかが遅れてきた訳でもなかった。

最初に酔い止めを飲んだが、途中息子も酔い止めを飲んだ。

すごいカーブの連続。

ガードレールがあるわけでなし、落ちたら終わり。

途中野生化したのかランの花があちこちに。

 
ドライバーは電話か無線で長話。きっとマレー語だな、片手で運転しないでよ、こんな山道。

バスの中は静か。みんな車酔いだろう。



見たこともない道路標識が。

高速に入る。

あー、気持ち悪かった。

 
あの道路標識なんだろ。

雨のような斜め線にバイクの絵、そして休憩のような台形を横にした図。

あれ、スコールになった時のバイクの休憩所じゃない？

歩道橋の下あたりにあるんじゃない？

 
目の前に変な雲と思いきやすぐにスコール。

当たった。バイクが歩道橋の下に止まっていた！

 
クアラルンプールに近づくと渋滞！

外は暗くなった。雨は止んだ。

 
夜のクアラルンプール、高層ビルだらけ。

大都会。



アクシデント！

大きなシティホテル。

チェックインでは二人のパスポートを提示した。

15階の部屋だった。
 
食事に行こう。

外に出たら雨！傘もってこなかった〜

とりに行ってきたら。とってくるわ。

 
15階だったよな、15階に上がった。そのあとどうだったっけ？
キーのカード見ても何も書いてない。どこを見ても書いてない。

聞くしかない。

ホテルのロビーには何人もホテルマンのような人が立っている。

エクスキューズミー、、、またまたハチャメチャ英語だ。

しかし、ニコニコとＯＫ！とフロントに連れて行ってくれて事情を話してくれた。

 
何かしゃべっている。？？？そしたら、「タンジョウビ」と日本語で。

えーと、1950年って考えるより書いた方が早い、紙に書いた。
すると紙に部屋番号を書いてくれた。thank you!
 
長い時間かかったが、傘をもって外に出た。

さぞかし息子は怒っているだろう、と思ったがアイホンをいじくっていた。

きっとブタを落とすゲームでもしていたのだろう。

アクシデントを話すと、やったじゃん、と笑っていた。

じゃあ、この部屋の番号を書いた紙を持ってたら？と。もう遅い、今頃くれても！

 
ま、何とかなるもんだ。



大都会クアラルンプール

街は表

参道のクリスマスようなライトがチカチカいっぱい。

こんな雨なのに人もいっぱい。

 
ここに食べるとこがいっぱいあるよ。大きな建物だ。新宿とか渋谷の雰囲気だ。

店がいっぱい入っている。食べ物は地下。久々の光景。

六本木ヒルズで食べたアイスクリーム屋さん、ふふふだったかな？あの店だったような気がする

けど、あった。

結局中華屋さんに入った。

 
まず飲み物、中国茶。

写真の器が小さかったので少ないと思って私は二つ注文。

来たら普通サイズ、ナニコレ。

食べれるわけないじゃん。



でもまあおいしかったし、デザートも食べて満腹。

外はまだ人でいっぱい。お、ユニクロがある。すごい大きな看板。

若者でいっぱいだ。

雨の中ホテルにもどる。前のホテルはシャワー室だけだったので、久しぶりに湯船につかった。

こういうところはやっぱり日本人なんだなー。

夜景も高層ビルだらけで大都会だ。




